
血液製剤使用適正化方策調査研究事業に係る企画書作成のための仕様書

１ 事業実施の趣旨

血液製剤使用適正化方策調査研究事業は、適正な輸血療法の実施及び血液製剤の使

用適正化を推進し、以て血液製剤の安全性の確保・国内需給の推進に資する観点から、

医療機関において実施している積極的な取組を全国的に共有し、効果的な適正化推進

方策の普及を図るために必要な調査研究を行うことを目的とする。

２ 事業委託内容

次に掲げる事業を行うものとする

（１）当該都道府県における医療機関の輸血療法委員会設置状況や効果的な血液製

剤使用適正化への取組等の把握

（２）組織的かつ効果的な血液製剤使用適正化の取組

（３）適正な輸血療法に関する普及・啓発活動

３ 事業実施期間（事業契約期間）

契約締結日から平成２６年３月３１日（月）まで

４ 事業委託予定額（限度額）

6,899 千円（消費税及び地方消費税額を含む。）

なお、採択１件あたりの予算額は約 689 千円である。

上記事業委託予定額は、変動する可能性があり、変動後は速やかに受託者に通知

する。

５ その他（応募にあたっての留意事項）

（１）研究の組織について

本事業の実施にあたっては、研究代表者を定めるとともに、「合同輸血療法委

員会設置要綱」を定める等、委員会組織の枠組みを明確にすること。

（２）委託費の管理及び経理について

研究代表者は、その責のもと委託費の管理及び経理を行うとともに、厚生労働

省医薬食品局長と委託契約書を交わすものとする。

また、本委託費の支払方法は精算払いとし、事業終了後に請求書を提出するも

のとする。

なお、予算項目等については別紙のとおりとする。

(３)平成２６年４月１０日までに事業実績報告書、平成２６年４月３０日までに研

究報告書（紙媒体１５部、電子媒体）及びわかりやすい成果の概要図（スライ

ド１枚程度、電子媒体）を提出する。

なお、これらの提出物は、ホームページ等にて公開することがある。
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別紙

平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業委託費予算項目一覧

（１）諸謝金

血液製剤使用適正化方策調査研究事業の事務、事業及び試験研究等を委嘱された

者又は協力者等に対する報酬及び謝金（調査、講演、執筆、作業、研究、協力等に対す

る報酬及び謝金）

※本研究事業に従事する者に対する報酬及び謝金ではないことに注意。

（２）旅費（職員旅費、外国旅費、委員等旅費）

【職員旅費】

① 常勤の職員に支給する調査、検査、指導、連絡監督及び護送等の旅費

② 常勤の職員の研修、講習等のために支給する旅費

【外国旅費】

① 外国への出張及び赴任並びに帰朝、帰国等の旅費

【委員等旅費】

① 顧問、参与の旅費

② 各種委員会、審議会、調査会、評議会等の委員長、委員、幹事、評議員、書記等

の出席

（３）消耗品費

① 各種事務用品（コピー用紙、罫紙、封筒、ファイル、筆記用具、文具用品類等）の

対価

② 事業用消耗品及び消耗材料の対価

事業用（試験、研究、検査、検定、実験、実習等）、医療用等の消耗器材、薬品

類、肥料、種苗、動物、植物、その他消耗品の対価

新聞、官報、雑誌、パンフレット類の図書（備品費として整理するものを除く）の対

価

その他短時日に消耗しないが、その性質が長期使用に適しないもの及び器具機

械として整理し難いものの対価

③ 飼育動物の飼料の対価

（４）印刷製本費

① 図書、文書、議案、図面、罫紙類、諸帳簿、パンフレット等の印刷代（用紙代含む）

② 図書、雑誌、書類、伝票、帳簿等の製本代、表装代
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（５）通信運搬費

① 郵便料、電話料及びデータ通信料等（電信電話架設料、電話加入料等を含む）

② 事務用、事業用等の諸物品の荷造り費及び運賃等

（６）借料及び損料

器具機械借料及び損料、会場借料、物品等使用料及び損料、車両等の借り上げ等

（７）会議費

会議用のお茶等の対価
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血液製剤使用適正化方策調査研究事業に係る企画書募集要領

１ 総 則

平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業に係る企画競争の実施に

ついては、この要領に定める。

２ 業務内容

本平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の内容は、別添「血液製剤

使用適正化方策調査研究事業に係る企画書作成のための仕様書」（以下「仕様書」

という。）のとおりとする。

３ 事業実施期間

契約締結日から平成２６年３月３１日（月）まで。

４ 予算額

業務の予算額は 6,899 千円（消費税及び地方消費税額を含む。）以内を予定して

いる。なお、採択１件あたりの予算額は約 689 千円である。

また、上記委託金額は、変動する可能性があり、変動後は速やかに受託者に通知

する。

５ 参加資格

（１）都道府県ごとに組織されている地域医療の代表者及び医療機関の管理者

等の委員から構成された「合同輸血療法委員会」の研究代表者であること。

（２）国をはじめとして、各地方公共団体等関係機関、関係団体との各種調整を円

滑に行うことが可能な者であること。

（３）本事業の趣旨を十分理解し、十分な調査結果を得ることが可能な者であるこ

と。

６ 企画競争説明書に対する質問受付及び回答

（１）受付先

〒１００－８９１６

東京都千代田区霞が関１丁目２番２号

厚生労働省医薬食品局血液対策課 担当：三浦、松本

ＴＥＬ ０３－５２５３－１１１１（内線２９０８）

ＦＡＸ ０３－３５０７－９０６４

（２）受付期間

平成２５年５月２２日（水）までの１０：００～１８：００

（３）受付方法

ＦＡＸ（Ａ４、様式自由）にて受け付ける。

（４）回答

平成２５年５月２４日（金）までに企画競争参加者に対してＦＡＸにて行う。

- 4-



７ 企画書等の提出書類、提出期限等

（１）提出書類

仕様書に基づいた研究計画書を（別紙１）に従って作成する。

①平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業」研究計画書

②合同輸血療法委員会設置要綱等

③すでに組織されている合同輸血療法委員会においては、その活動内容を示

すもの

④暴力団に該当しない旨の誓約書（別紙２）

（２）提出期限等

① 提出期限

平成２５年５月３０日（木）１８時（必着）

② 企画書等の提出場所及び作成に関する問い合わせ先

６（１）に同じ

③ 提出部数

各５部

④ 提出方法

郵送とする。

⑤ 提出に当たっての注意事項

ア 提出された企画書等は、その事由の如何にかかわらず、変更又は取消し

を行うことはできない。また、返還も行わない。

イ 提出された企画書等は、提出者に無断で使用しない。

ウ 一者当たり１件の研究計画書を限度とし、１件を超えて申込みを行った

場合はすべてを無効とする。

エ 虚偽を記載した研究計画書等は、無効とする。

オ 参加資格を満たさない者が提出した研究計画書等は、無効とする。

カ 研究計画書等の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。

キ （１）④の誓約書を提出せず、又は虚偽の誓約をし、若しくは誓約書に

反することとなったときは、企画書等を無効とする。

８ 評価の実施

（１）「平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業に係る企画書等評価基

準」に基づき、提出された企画書等について評価を行い、業務の目的に合致し、

かつ評価の高い企画書等を提出した１０者を選定し、契約候補者とする。その

際、必要に応じ事業の実施に係る条件等を付する場合がある。

（２）評価結果は、企画書等の提出者に遅滞なく通知する。

９ その他

（１）企画書の作成に用いる言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨とする。

（２）詳細については仕様書に従うものとする。
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別紙１

平成２５年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業 研究計画書

平成 年 月 日

医薬食品局長 殿

住 所 〒

所属機関

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

研究代表者 氏 名

TEL・FAX

E-mail

平成２５年度血液製剤使用適正化方策調査研究を実施したいので次のとおり研究

計画書を提出する。

１．研究課題名：

２．経理事務担当者の氏名及び連絡先（所属機関、TEL・FAX・E-mail）：

氏 名 所属機関

TEL FAX

E-mail

３．合同輸血療法委員会組織（現時点では参加予定でも可）

①研究者名 ②分担する研究項目 ③所属機関及び

現 在 の 専 門

（研究実施場所）

④所属機関

における

職名
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４．研究の概要
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５．代表者又は応募する地域で血液製剤適正使用に関連して取り組んできた状況
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別紙２

誓 約 書

私 ○○合同輸血療法委員会 ＜代表者名＞は、下記１及び２のいずれにも該当しませ

ん。また、将来においても該当することはありません。

この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることと

なっても、異議は一切申し立てません。

また、当方の個人情報を警察に提供することについて同意します。

記

１ 契約の相手方として不適当な者

(1) 法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人

である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の

代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者を

いう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律第 77 号）第２条第２項に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同

法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき

(2) 役員等が、自己、自社、若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害

を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

(3) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき

(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなど

しているとき

(5) 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

２ 契約の相手方として不適当な行為をする者

(1) 暴力的な要求行為を行う者

(2) 法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

(3) 取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

(4) 偽計又は威力を用いて支出負担行為担当官の業務を妨害する行為を行う者

(5) その他前各号に準ずる行為を行う者

平成 年 月 日

住所

○○合同輸血療法委員会 ＜代表者名＞

生年月日
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平成２５年度　血液製剤使用適正化方策　調査研究事業　

No 委員会名・研究代表者 研究課題名

1
神奈川県合同輸血療法委員
会　金森　平和

神奈川県における血液製剤の使用実態調査

2
新潟県合同輸血療法委員会
布施　一郎

ホームページを活用した県内個別医療機関への血液製剤使用適
正化と輸血療法委員会活性化への試み

3
石川県合同輸血療法委員会
高見　昭良

過疎地域・小規模医療施設を含む輸血医療の均てん化と適正化
向上：効果的な運用と連携方法の開発

4
山形県合同輸血療法委員会
大本　英次郎

山形県の血液製剤使用適正化に向けた調査・研究　－遠隔地及
び進行する高齢化への対応－

5
岡山県合同輸血療法委員会
上田　恭典

岡山県内での血液製剤の使用状況と管理体制に関する実態調
査及びその解析結果に基づく適正使用普及の促進

6
福島県合同輸血療法委員会
大戸　斉

合同輸血療法委員会のサポートによる適正で安全な輸血療法の
確立　～看護師がイニシアチブをとるチーム医療の推進を目指し
て～

7
福岡県合同輸血療法委員会
熊川　みどり

福岡県におけるPatient Blood Management 確立に向けた自己血
輸血の適正化推進方策

8
佐賀県合同輸血療法委員会
佐川　公矯

佐賀県内の院内輸血療法委員会設置施設を倍増させるための
研究

9
秋田県合同輸血療法委員会
面川　進

医療機関での安全で適正な輸血療法の推進のための合同輸血
療法委員会の役割　－I&Aの実施及び教育研修会の開催によっ
て－

10
広島県合同輸血療法委員会
高田　昇

広島県における輸血用血液製剤の使用実態の把握と課題への
対応

１０件合計
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